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小学校閉校記念式典
平成23年度当初予算
平成23年度機構改革



わ
た
し
た
ち
の
小
学
校
へ

た
く
さ
ん
の
「
あ
り
が
と
う
」
を

平
成
22
年
度
末
で
、
市
内
４
校
の
小
学
校
が
そ
の
長
い
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

３
月
26
日（
土
）、
27
日（
日
）に
行
わ
れ
た
閉
校
記
念
式
典
の
様
子
と
そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

喜多灘小学校

出海小学校

柳沢小学校
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喜
多
灘
小
学
校

　

高
台
に
立
つ
喜
多
灘
小
学
校
は
、
校

歌
に
歌
わ
れ
る
と
お
り
校
舎
や
校
庭
か

ら
瀬
戸
内
海
を
見
下
ろ
し
、
傍
ら
に
は

棚
田
が
広
が
る
と
て
も
景
観
の
よ
い
学

校
で
す
。
１
３
４
年
の
長
い
歴
史
の
な

か
２
０
０
０
人
を
超
え
る
児
童
が
喜
多

灘
小
学
校
で
学
び
、
卒
業
し
て
い
き
ま

し
た
。

　

閉
校
記
念
式
典
で
中
井
雄
治
校
長
は

﹁
た
く
さ
ん
の
行
事
も
地
域
一
体
と
な

っ
て
行
っ
て
き
た
。
ま
さ
に
地
域
と
共

に
歩
ん
だ
学
校
だ
っ
た
。
保
護
者
・
教

師
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た

ち
を
育
ん
だ
結
果
、
素
直
で
の
び
の
び

と
育
っ
て
い
る
﹂
と
話
し
ま
し
た
。
ま

た
、﹁
地
域
一
丸
と
な
っ
て
喜
多
灘
小

学
校
に
感
謝
を
込
め
た
１
年
だ
っ
た
﹂

と
今
年
１
年
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
４
月
か
ら
長
浜
小
・
中
学
校
に

通
う
子
ど
も
た
ち
に
は
﹁
こ
の
学
校
で

育
ん
だ
夢
を
抱
い
て
成
長
し
て
く
だ
さ

い
﹂
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

喜多灘小学校から望む瀬戸の海

　

喜
多
灘
小
学
校
統
合
準
備
委
員
会
の

丸
井
幸
造
委
員
長
は
﹁
小
学
校
は
地
域

の
核
。
地
域
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な

い
存
在
だ
が
、
現
在
・
未
来
の
子
ど
も

た
ち
を
最
優
先
に
考
え
た
結
果
の
決

断
。
今
後
は
公
民
館
活
動
に
一
層
力
を

入
れ
、元
気
な
今
坊
を
復
活
さ
せ
た
い
﹂

と
今
後
の
地
域
活
動
の
抱
負
を
話
し
ま

し
た
。

瀬戸の内海見おろして

緑に映える喜多灘校

白いかおりにつつまれて

通う山道　丘の道

清く元気に育とうよ

　校庭に雪が積もって、先生も一緒に全校児童
で雪合戦をしたのが楽しい思い出です。昨年の運
動会は、それまでは行わなかった演目などを地域
の人と一緒にやりました。地域の人は、運動会や
敬老会、学芸会などいろいろな行事に参加してく
れて、敬老会では一緒にもちつきもしました。
　長浜小学校では、たくさん友だちを作ってい
っぱい思い出をつくりたいです。

喜多灘小学校　５年

後藤　嘉
よし

伸
のぶ

さん

あ
り
が
と
う

喜
多
灘
小
学
校

３
月
26
日
㈯
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児童代表の言葉（塚本千
ち

尋
ひろ

さん）

柳
沢
小
学
校

　

柳
沢
小
学
校
は
、
山
に
囲
ま
れ
た
自

然
あ
ふ
れ
る
小
学
校
で
す
。
地
域
の
行

事
に
も
児
童
が
積
極
的
に
参
加
し
、
地

元
に
伝
わ
る
藤
縄
神
楽
も
地
域
の
保
存

会
の
指
導
の
も
と
、
全
校
児
童
で
練
習

し
て
地
域
の
お
祭
り
や
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
で
披
露
す
る
な
ど
、
地
域
と
の
つ
な

が
り
が
深
い
学
校
で
す
。

　

１
３
６
年
の
歴
史
を
持
つ
同
校
の
閉

校
記
念
式
典
で
、
上
満
徹
校
長
は
﹁
子

ど
も
た
ち
は
、
柳
沢
を
誇
り
に
持
ち
愛

す
る
心
を
養
う
こ
と
で
、
自
分
に
誇
り

を
持
ち
自
分
を
愛
す
る
心
が
養
わ
れ
て

い
る
﹂
と
話
し
、子
ど
も
た
ち
に
は
﹁
柳

沢
で
育
っ
た
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
常

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
精
神
で
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
﹂
と
語
り
か
け
ま
し
た
。
柳

沢
地
区
小
学
校
閉
校
準
備
委
員
会
の
水

元
庄
一
委
員
長
は
、﹁
地
元
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
も
ら
っ
た
が
、

今
後
は
新
谷
地
区
の
人
た
ち
と
と
も
に

柳
沢
の
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
た
い
﹂

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
後
に
は
記
念
碑
の
除
幕
式

が
行
わ
れ
、
地
域
の
人
が
手
作
り
の
旗

を
手
に
応
援
す
る
中
、
児
童
ら
が
記
念

碑
を
お
披
露
目
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、

体
育
館
や
校
舎
内
に
は
こ
れ
ま
で
の
卒

業
写
真
や
ス
ナ
ッ
プ
写
真
な
ど
が
飾
ら

れ
、
卒
業
生
が
自
分
の
写
真
を
探
す
姿

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

矢落の川の水清く

恵みの郷の学び舎で

真の教えをひとすじに

清く明るく学ぼうよ

　柳沢小学校で一番楽しかった行事は、「矢落川
のつどい」です。校舎の隣を流れる矢落川で泳
いだり、地域の人と協力して校庭に作った段ボ
ールハウスで泊まったりと、とても楽しかった
です。運動会やほたるまつりなど地域の人とた
くさんの行事をしました。
　新谷小学校では、大縄とびなど大人数でしか
できない遊びもしたいです。

柳沢小学校　４年

新山　莉
り

奈
な

さん

あ
り
が
と
う柳沢

小
学
校

３
月
26
日
㈯
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記念碑に興味津々の児童たち

出
海
小
学
校

　出海小学校では、今年３月にあったお別れ遠
足が思い出に残っています。いつも遊んでいる
出海のいろいろなところを見て回り、たくさん
の発見があってとても楽しかったです。
　長浜小学校へ行ったら、６年生になるので、
みんなに負けないよう勉強をがんばりたいです。
また、新しい友だちとサッカーをしたいと思い
ます。

出海小学校　５年

鈴木　章
あき

史
ふみ

さん

　

出
海
小
学
校
は
、
開
校
間
も
な
い
明

治
11
年
に
は
１
５
１
人
の
学
齢
児
童
の

う
ち
１
２
３
人
が
不
就
学
と
い
う
厳
し

い
状
況
か
ら
歩
み
を
始
め
ま
し
た
。
そ

の
後
１
３
６
年
に
わ
た
り
、
地
域
と
保

護
者
が
教
育
へ
の
熱
意
を
持
っ
て
歴
史

を
刻
み
続
け
ま
し
た
。
明
治
29
年
に
現

在
地
に
新
設
さ
れ
た
校
舎
に
は
近
隣
か

ら
視
察
に
来
る
ほ
ど
近
代
的
な
校
舎
が

建
築
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
式
典
で
山
内

徹
校
長
は
﹁
他
校
に
負
け
な
い
教
育
を

と
い
う
保
護
者
と
地
域
の
思
い
に
支
え

ら
れ
た
愛
校
心
と
愛
郷
心
の
強
さ
を
感

じ
た
。
日
々
の
努
力
の
足
跡
は
永
遠
に

輝
き
、
児
童
15
人
へ
の
強
い
励
ま
し
と

し
て
心
に
と
ど
ま
る
で
し
ょ
う
﹂
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
出
海
小
学

校
統
廃
合
準
備
委
員
会
の
垣
見
芳
彦
委

員
長
は
、
今
後
に
つ
い
て
﹁
小
学
校
閉

校
と
と
も
に
地
域
が
衰
退
し
な
い
よ

う
、
足
腰
の
強
い
地
域
づ
く
り
を
行
い

た
い
。
子
ど
も
た
ち
は
地
域
の
宝
、
統

合
後
の
良
好
な
教
育
環
境
に
配
慮
し
て

も
ら
い
た
い
﹂
と
話
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
お
披
露
目
さ
れ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
親

子
記
念
碑
に
は
15
人
の
児
童
の
俳
句
や

絵
が
彫
ら
れ
、
児
童
ら
は
自
分
の
作
品

を
見
つ
け
て
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

静かにあける伊予灘に

影をおとして美しく

文化の光にかがやいた

ぼくとわたしの学びやは

ああ出海　出海小学校

あ
り
が
と
う

出
海
小
学
校

３
月
27
日
㈰
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田
処
小
学
校

　

校
舎
の
傍
ら
を
矢
落
川
が
流
れ
、
夏

に
は
た
く
さ
ん
の
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が
飛

び
交
う
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
田

処
小
学
校
は
、
在
籍
児
童
３
人
と
い
う

市
内
で
一
番
小
さ
な
小
学
校
で
す
。
し

か
し
、
明
治
５
年
に
﹁
櫻
園
校
﹂
と
し

て
開
校
し
て
以
来
１
３
９
年
と
い
う
長

い
歴
史
を
刻
み
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

白
石
清
美
校
長
は
こ
の
１
年
を
振
り

返
っ
て
﹁
田
処
小
学
校
を
支
え
る
地
域

の
大
き
な
力
を
感
じ
る
１
年
で
し
た
。

行
事
の
た
び
に
た
く
さ
ん
の
人
に
助
け

ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
田
処
ら
し
く
、

﹃
あ
か
る
く　

や
さ
し
く　

た
く
ま
し

く
﹄
の
校
訓
ど
お
り
に
育
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
田
処
に
感
謝
と
誇
り

を
持
っ
て
歩
ん
で
く
だ
さ
い
﹂
と
話
し

ま
し
た
。
柳
沢
地
区
小
学
校
閉
校
準
備

委
員
会
の
宮
浦
実
副
委
員
長
は
﹁
開
校

以
来
、
地
域
の
人
に
見
守
ら
れ
多
く
の

卒
業
生
を
輩
出
し
て
き
た
。
子
ど
も
た

ち
に
は
、
新
し
い
環
境
で
元
気
に
笑
っ

て
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
田
処
小
学
校

記念碑の前で写真撮影

で
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
に
成
長
し
て

ほ
し
い
﹂
と
話
し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
児
童
ら
の
手
で
お
披

露
目
さ
れ
た
記
念
碑
は
、﹁
櫻
園
校
﹂

に
ち
な
み
淡
い
桜
色
の
石
を
使
っ
て
建

立
さ
れ
、
田
処
小
学
校
の
歴
史
な
ど
が

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

矢落の流れ水清く

うつす心のほほえみは

清くただしく美しく

共に手をとり助け合い

共に手をとりはげまして

伸びる田処小学校

　夏休みにある一泊学習会が毎年楽しみでした。
地域の人や卒業生と一緒に川遊びをしたり、そ
うめんを食べたりして過ごしました。運動会や
学芸会などの行事には地域の人が応援してくれ、
一緒に参加することもありました。田処小学校
がなくなるのはさみしいけど、新谷小学校では
みんなでサッカーをするのが楽しみです。勉強
は国語が苦手なので頑張りたいです。

田処小学校　５年

中野　真
まさ

都
と

さん

あ
り
が
と
う

田
処
小
学
校

３
月
27
日
㈰
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平
成
23
年
度　

人
事
異
動
方
針
と
機
構
改
革

　

今
年
度
の
人
事
異
動
に
あ
た
っ
て

は
、
本
庁
と
支
所
と
の
事
務
事
業
執
行

体
制
の
見
直
し
を
行
い
、
農
林
業
の
基

盤
整
備
、
土
木
建
設
事
業
な
ど
の
効
率

的
推
進
を
図
る
た
め
、
執
行
体
制
の
再

編
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
職
場
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
長
期
勤
務
︵
概
ね

４
年
以
上
︶
と
な
る
職
員
は
可
能
な
限

り
異
動
さ
せ
る
こ
と
を
基
本
に
、
適
材

適
所
の
人
事
配
置
に
努
め
ま
し
た
。

１　

機
構
改
革

︵
１
︶　�

建
設
農
林
部
門
の
効
率
的
事
業

推
進

　
　
　

○�

支
所
の
工
務
部
門
を
本
庁
に

配
置
転
換
し
、
効
率
的
な
事

業
推
進
体
制
を
整
え
ま
し

た
。

︵
２
︶　

支
所
組
織
の
再
編　

　
　
　

○�

支
所
長
を
専
任
配
置
と
し
ま

し
た
。

　
　
　

○�

支
所
の
総
務
課
、
市
民
福
祉

課
、
産
業
建
設
課
を
１
つ
の

課
︵
地
域
振
興
課
︶
に
再
編

統
合
し
ま
し
た
。

　
　
　

○�

各
支
所
の
地
域
振
興
課
に

は
、
地
域
調
整
係
、
市
民
福

祉
係
、
地
域
づ
く
り
係
を
置

き
ま
し
た
。

　
　
　

○�

こ
れ
ま
で
、
長
浜
支
所
に

あ
っ
た
産
業
建
設
課
の
う

ち
、
港
湾
水
産
部
門
に
つ
い

て
は
、
港
湾
水
産
課
を
新
設

し
、
港
湾
水
産
対
策
を
推
進

し
ま
す
。

２�　

主
要
な
事
務
事
業
推
進
の
た

め
の
人
事
配
置

　

室
の
新
設

　
　
　

○�

生
涯
学
習
課
へ
国
民
体
育
大

会
準
備
室
を
新
設
し
て
、
国

体
受
入
れ
体
制
の
整
備
を
図

り
ま
し
た
。

３　

異
動
総
数

・
異
動
総
数　

３
５
９
人

�

︵
昨
年
度�

３
５
７
人
︶

・
異　
動　
率　

45
・
８
％

�

︵
昨
年
度�

43
・
９
％
︶

・
新
規
採
用　

15
人

・
退　
　

職　

28
人

４　

新
規
採
用
職
員

　

田　

中　

太　

尊
︵
企
画
調
整
課
︶

　

村　

上　

浩　

一
︵
税
務
課
︶

　

三　

好　

恵　

里
︵
市
民
課
︶

　

曽
根
岡　
　
　

諒
︵
社
会
福
祉
課
︶

　

鶴　

岡　
　
　

済
︵
高
齢
福
祉
課
︶

　

久　

保　

圭　

一
︵
治
水
第
１
課
︶

　

大　

谷　

彩　

香
︵
大
洲
保
育
所
︶

　

三　

瀬　

由
希
子
︵
新
谷
保
育
所
︶

　

濵　

上　

智　

子︵
河
辺
診
療
所
長
︶

　

山　

本　

あ
か
ね

�

︵
市
立
大
洲
病
院
検
査
室
︶

　

福　

居　

正　

美

�

︵
市
立
大
洲
病
院
看
護
部
︶

　

福　

居　

ゆ
か
り

�

︵
市
立
大
洲
病
院
看
護
部
︶

　

井　

上　

愛
紀
子

�

︵
市
立
大
洲
病
院
看
護
部
︶

　

三　

好　

香　

菜

�

︵
市
立
大
洲
病
院
看
護
部
︶

　

鎌　

田　

健　

太

�

︵
市
立
大
洲
病
院
看
護
部
︶
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衛　生　費
・�子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワクチン、小

児用肺炎球菌ワクチンの接種費用を全額公費
で負担します。� （9,095万円）

・�救急医療を担う病院を引き続き支援し、さら
に小児在宅当番医、産科医などの確保も継続
して支援します。� （4,834万円）

・東大洲に休日夜間急患センターを建築します。
� （１億7,224万円）

・合併浄化槽の設置を支援します。
� （3,604万円）

・�住宅用太陽光発電システムの設置に対し助成
します。� （800万円）

土　木　費
・�国の肱川橋の架け替え事業に合わせて、事業

終了後の町並みや商業環境について、住民主
体で議論を行う組織の育成と支援を行います。

（341万円）

・市道の新設、改良、維持修繕を行います。
� （６億442万円）

・�辺地、過疎対策事業として、市道の改良・舗
装などを行います。� （５億6,000万円）

・港湾の改修、局部改良を行います。
（2,905万円）

・�岩谷地区の防火水槽整備と道路の維持補修を
行います。� （1,280万円）

消　防　費
・防災行政無線を整備します。� （1,700万円）

・消防団活動や設備の維持管理を行います。
� （7,476万円）

・消防施設を整備します。� （2,517万円）

・�大洲市と内子町で構成する広域消防事務組合
への負担金です。� （７億826万円）

教　育　費
・学校給食センターを整備します。
� （１億9,993万円）

・�小学校の統廃合に伴うスクールバスの購入や
事前交流会を行います。� （2,031万円）

・新谷小学校と喜多小学校の校舎を改築します。
� （９億5,677万円）

・幼稚園を運営する経費です。
� （１億3,178万円）

平成23年度の予算規模

区　　　　分 当初予算 対前年比

一　　般　　会　　計 252億3,000万円 5.6％

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 60億5,795万円 2.8　

国 民 健 康 保 険 診 療 所 9,556万円 4.2　

後 期 高 齢 者 医 療 ５億5,995万円 △4.1　

介護
保険

介 護 保 険 勘 定 42億8,902万円 4.1　

介護サービス勘定 3,789万円 4.4　

簡 易 水 道 事 業 ２億8,629万円 △20.3　

港 湾 施 設 事 業 2,600万円 47.0　

土 地 取 得 造 成 １億6,556万円 △1.8　

土 地 区 画 整 理 事 業 １億1,101万円 88.4　

住宅新築資金等貸付事業 1,373万円 △12.8　

農 業 集 落 排 水 事 業 2,748万円 △3.7　

公 共 下 水 道 事 業 ６億8,102万円 4.9　

駐 車 場 事 業 2,297万円 △0.2　

温 泉 事 業 1,671万円 225.3　

商 業 集 積 施 設 管 理 318万円 0.0　

小　　　　　計 123億9,432万円 2.8　

企 

業 

会 

計

水 道 17億201万円 9.0　

工 業 用 水 道 4,074万円 △30.9　

病 院 38億6,947万円 △3.7　

小　　　　　計 56億1,222万円 △0.5　

合　　　　　　　計 432億3,654万円 3.9　
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平成23年度　当初予算と主要施策
　「元気な大洲のまちづくり」のために、地域振興と産業振興、地域医療の確保および教育施設整備を重
点分野とした施策を行います。

 

総　務　費
・大洲市でがんばるひとを応援します。
� （1,600万円）

・�難視聴地域の地上デジタル放送移行を支援し
ます。� （１億3,392万円）

・�ガードレールなどの交通安全施設を整備しま
す。� （1,250万円）

・県議会議員選挙の経費です。� （2,211万円）

民　生　費
・�民生児童委員の活動報償費などの見直しを行

い、待遇改善を行います。� （2,214万円）

・子ども手当を支給します。� （10億510万円）

・市内６か所で学童保育を実施します。
� （2,831万円）

・社会福祉協議会の運営を支援します。
� （6,576万円）

・�乳幼児、母子家庭、重度心身障害者の医療費
を助成します。� （３億192万円）

・市内保育所の運営経費です。�（９億4,973万円）

・介護保険会計を支援します。�（６億4,168万円）

農林水産業費
・イノシシなどの有害鳥獣対策を支援します。
� （1,829万円）

・新谷地区と長浜地区の地籍調査を行います。
� （8,284万円）

・中山間地域の農地の維持、保全を図ります。
� （6,208万円）

・�南予産材を活用する木造住宅の建築を支援し
ます。� （600万円）

商　工　費
・企業誘致を推進します。� （7,942万円）

・�大洲の農林水産物を活かした加工食品をブラ
ンド化します。� （331万円）

・�大洲市観光協会や各種イベントへの補助金で
す。� （2,719万円）

歳
  入

歳
  出

歳　　入
252億３千万円
（100％）

地方交付税
108億4,187万円
（43.0％）

市税
40億4,028万円
（16.0％）

市債
30億3,884万円
（12.0％）

国庫支出金
23億9,136万円
（9.5％）

県支出金
17億1,508万円
（6.8％）

繰入金
3,8００万円
（0.2％）

繰越金
8億円
（3.2％）

その他
23億6,457万円
（9.3％）

民生費
74億101万円
（29.3％）

公債費
37億5,943万円
（14.9％）

土木費
28億4,520万円
（11.3％）

総務費
30億1,919万円
（12.0％） 教育費

30億2,336万円
（12.0％）

農林水産業費
８億1,420万円
（3.2％）

その他 ９億1,820万円
　　　　　　（3.6％）

消防費
９億986万円
（3.6％）

消防費
９億986万円
（3.6％）

衛生費
25億3,955万円
（10.1％）

衛生費
25億3,955万円
（10.1％）

歳　　出
252億３千万円
（100％）

歳
  入

歳
  出

歳　　入
252億３千万円
（100％）

地方交付税
108億4,187万円
（43.0％）

市税
40億4,028万円
（16.0％）

市債
30億3,884万円
（12.0％）

国庫支出金
23億9,136万円
（9.5％）

県支出金
17億1,508万円
（6.8％）

繰入金
3,8００万円
（0.2％）

繰越金
8億円
（3.2％）

その他
23億6,457万円
（9.3％）

民生費
74億101万円
（29.3％）

公債費
37億5,943万円
（14.9％）

土木費
28億4,520万円
（11.3％）

総務費
30億1,919万円
（12.0％） 教育費

30億2,336万円
（12.0％）

農林水産業費
８億1,420万円
（3.2％）

その他 ９億1,820万円
　　　　　　（3.6％）

消防費
９億986万円
（3.6％）

消防費
９億986万円
（3.6％）

衛生費
25億3,955万円
（10.1％）

衛生費
25億3,955万円
（10.1％）

歳　　出
252億３千万円
（100％）

一般会計の構成
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学校施設の耐震化の状況（平成23年３月１日現在）

区　分 学校数 全棟数
 Ａ

新 耐 震 基
準 適 用 棟
数 Ｂ

旧耐震基準 耐 震 化 率
（Ｂ＋Ｃ）
／Ａ

適 用
棟 数

うち耐震
化棟数 Ｃ

小学校 28 70 42 28 5 67.1％

中学校 9 30 9 21 3 40.0％

小・中　計 37 100 51 49 8 59.0％

幼稚園 9 6 4 2 1 83.3％

計 46 106 55 51 9 60.4％

学
校
施
設
の
耐
震
化
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

用
語
解
説

●
構
造

　
　
﹁
Ｒ
Ｃ
﹂
：
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

　
　
﹁
Ｓ
﹂　
　

：
鉄
骨
造

●
耐
震
診
断

　

�　
﹁
第
２
次
診
断
﹂
：
個
別
の
建
物

の
耐
震
性
能
を
詳
細
に
評
価
す
る
診

断
方
法
で
す
。

●
耐
震
基
準

　

�　
﹁
新
耐
震
﹂
：
新
耐
震
基
準
施
行

︵
昭
和
56
年
６
月
１
日
︶
以
降
に
建

築
さ
れ
た
建
物
で
す
。
こ
の
基
準
の

建
物
は
大
規
模
地
震
︵
震
度
６
強
程

度
︶
に
対
し
て
、
構
造
体
に
損
傷
が

生
じ
て
も
倒
壊
す
る
こ
と
な
く
人
命

に
被
害
が
で
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

を
基
本
に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

�　
﹁
旧
耐
震
﹂
：
新
耐
震
基
準
施
行

︵
昭
和
56
年
６
月
１
日
︶
前
に
建
築

さ
れ
た
建
物
で
す
。

●
﹁
Ｉ
ｓ
値
﹂︵
構
造
耐
震
指
標
︶

　

�　

建
築
物
の
耐
震
性
能
︵
地
震
に
対

す
る
安
全
性
︶
を
判
断
す
る
た
め
に

数
値
化
し
た
も
の
で
、
そ
の
値
が
大

き
い
ほ
ど
耐
震
性
能
が
高
い
こ
と
を

表
し
ま
す
。

　

学
校
施
設
︵
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
︶

は
、
児
童
・
生
徒
な
ど
が
１
日
の
大
半

を
過
ご
す
活
動
の
場
で
あ
り
、
災
害
発

生
時
に
は
地
域
住
民
の
避
難
所
と
し
て

の
役
割
も
果
た
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

そ
の
安
全
性
の
確
保
は
極
め
て
重
要
で

す
。

　

大
洲
市
で
は
、建
築
基
準
法
改
正︵
昭

和
56
年
６
月
︶
前
に
建
築
さ
れ
た
校
舎

な
ど
の
う
ち
、
耐
震
性
が
確
認
さ
れ
て

い
な
い
建
物
を
対
象
に
、
平
成
20
年
度

か
ら
耐
震
診
断
第
２
次
診
断
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た

耐
震
診
断
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
、
建
物
ご
と
の
状
況
を
公
表
し
ま

す
。

　

大
洲
市
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
施
設
の

耐
震
化
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
の

で
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

耐
震
化
工
事
の
状
況

平
成
12
年
度
実
施

　

大
洲
南
中
学
校
校
舎
補
強
︵
３
棟
︶

平
成
21
～
22
年
度
実
施

　

喜
多
小
学
校
西
校
舎
補
強
︵
１
棟
︶

　

長
浜
小
学
校
校
舎
補
強
︵
１
棟
︶

平
成
22
～
23
年
度
実
施
中

　

新
谷
小
学
校
校
舎
改
築
︵
１
棟
︶

　

菅
田
小
学
校
校
舎
補
強
︵
１
棟
︶

平
成
23
～
24
年
度
予
定

　

喜
多
小
学
校
北
校
舎
改
築
︵
１
棟
︶

喜多小学校（西校舎）ＲＣ　３階建

　○鉄骨ブレース補強　　　２か所

　○耐震補強に伴う関連工事

長浜小学校（校舎）ＲＣ　４階建

　○鉄骨ブレース補強　　10か所
　○構造スリット　　　　４か所
　○増設壁補強　　　　　３か所
　○耐震補強に伴う関連工事

注）休校中の学校（戒川小学校）は除く。
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学校施設耐震診断結果一覧表（平成23年３月１日現在）
学 校 名 建　物　区　分 建 設 年 月 構　造 面積（㎡） 診断結果（Ｉｓ値）

喜 多 小
校舎（北校舎） Ｓ48. ３ ＲＣ 1,633 0.15
校舎（西校舎） Ｓ53. ３ 689 （補強後）　0.85
体育館 Ｓ50. ５ Ｓ 899 0.13

平 小
校舎（北校舎西） Ｓ50. ７ ＲＣ 1,288 0.60
校舎（西校舎北） Ｓ54. ３ 804 0.45
体育館 Ｓ51. ３ Ｓ 532 0.26

平 野 小
校舎 Ｓ48. ７ ＲＣ 1,135 0.25校舎（３階） Ｓ48.10 Ｓ 130
校舎（西校舎） Ｓ54. ３ ＲＣ 530 0.26

南 久 米 小 校舎 Ｓ48. ７ ＲＣ 812 0.54
菅 田 小 校舎 Ｓ49. ５ ＲＣ 1,881 0.56
大 成 小 校舎 Ｓ56. ３ ＲＣ 1,500 0.53
蔵 川 小 校舎 Ｓ52. ３ ＲＣ 1,162 0.63
田 処 小 校舎 Ｓ56. ３ ＲＣ 700 0.77
新 谷 小 校舎 Ｓ43.11 ＲＣ 1,813 耐力度調査 （改築中）

粟 津 小 校舎 Ｓ55. ２ ＲＣ 881 0.71
体育館 Ｓ45. ３ Ｓ 480 0.31

上 須 戒 小 校舎 Ｓ55. ２ ＲＣ 1,254 0.51
体育館 Ｓ56. ２ 680 0.31

白 滝 小 体育館 Ｓ52. ３ ＲＣ 525 0.34

大 和 小 校舎 Ｓ47. ３ ＲＣ 1,568 未評定
体育館 Ｓ37. ３ Ｓ 313 0.35

櫛 生 小 校舎 Ｓ48. １ ＲＣ 1,450 0.25

長 浜 小 校舎 Ｓ55.10 ＲＣ 3,734 （補強後）　0.71
体育館 Ｓ39. ３ 524 0.48

喜 多 灘 小 校舎 Ｓ49. ３ ＲＣ 1,415 0.27
校舎（プール棟） Ｓ52. ８ 164 0.72

予 子 林 小 校舎 Ｓ41. ３ ＲＣ 537 0.25

大 洲 南 中

校舎 Ｓ35. ５ ＲＣ 1,794 （補強後）　0.80
校舎 Ｓ45. ３ ＲＣ 584 （補強後）　0.82
校舎 Ｓ45. ３ ＲＣ 564 （補強後）　0.84
校舎（特別教棟） Ｓ51. ７ ＲＣ 375 0.44
体育館 Ｓ38. ９ Ｓ 713 0.21

大 洲 北 中

校舎（普通教棟） Ｓ46. ３
ＲＣ

1,389 0.16
校舎（特別教棟） Ｓ47. ３ 1,612 0.24
校舎（管理棟） Ｓ47. ３ 1,020 0.49
校舎（技術教棟） Ｓ47. ３ Ｓ 225 0.36
体育館 Ｓ47.10 Ｓ 1,235 0.15

肱 東 中 体育館 Ｓ55. ３ ＲＣ 720 0.23
新 谷 中 体育館 Ｓ42.11 Ｓ 722 0.26
大 洲 東 中 体育館 Ｓ39.10 Ｓ 780 0.01

長 浜 中

校舎（普通教棟） Ｓ42. ７

ＲＣ

2,505 0.36
校舎（特別教棟） Ｓ42.11 2,497 0.18
校舎（管理棟） Ｓ42.11 920 0.51
体育館 Ｓ43.11 996 0.04

肱 川 中 校舎 Ｓ37. ３ ＲＣ 1,986 0.25
体育館 Ｓ39. ３ 1,066 0.12

河 辺 中 校舎 Ｓ49. ３ ＲＣ 1,640 0.41
体育館 Ｓ49.10 Ｓ 913 0.21

喜 多 幼 園舎 Ｓ51. ８ ＲＣ 544 1.28
中 野 幼 園舎 Ｓ56. ３ Ｓ 338 0.28

※�昭和56年以前の旧耐震基準により建築された学校施設で、木造以外の校舎などで階数が２階以上、または延床面積の合計が200㎡を
超える施設が耐震化の対象です。
※�国土交通省告示において安全の目安としてＩｓ値が0.6以上の場合は、耐震性がある建物とされています。なお、文部科学省では、
学校施設の耐震性能としてＩｓ値0.7を超える安全性を求められています。
※この一覧表は、旧耐震基準により建築された建物のみ掲載しています。
　なお、大洲市公式ホームページに全建物の一覧を掲載しています。
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おおずニュース

旭
日
単
光
章
を
受
章

地
方
自
治
に
貢
献

　

菊
地
さ
ん
は
、
昭
和
44
年
か
ら
５
期

18
年
６
か
月
に
わ
た
り
長
浜
町
議
員
を

務
め
、
う
ち
２
年
間
は
議
長
を
務
め
る

な
ど
町
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
貢
献
し

ま
し
た
。
ま
た
、
長
浜
町
土
地
開
発
公

社
理
事
や
長
浜
町
土
地
改
良
区
理
事
、

長
浜
町
青
果
農
業
協
同
組
合
理
事
を
長

年
務
め
、
長
浜
地
区
の
第
一
次
産
業
の

振
興
に
尽
力
し
ま
し
た
。

永井　舞
ま

代
よ

さん（大洲小学校６年）

菊
地　

満
男
さ
ん
（
長
浜
町
穂
積
）

元
長
浜
町
議
会
議
員

作
文
で
平
和
を
訴
え

世
界
連
邦
推
進
全
国
小
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

永
井
舞
代
さ
ん
の
作
文
が
、
第
39
回

世
界
連
邦
推
進
全
国
小
中
学
生
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
で
特
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

永
井
さ
ん
は
、
夏
休
み
に
ひ
い
お
じ
い

さ
ん
か
ら
聞
い
た
話
を
も
と
に
世
界
平

和
に
つ
い
て
の
作
文
を
出
品
し
、
約

１
５
０
０
点
の
作
品
の
中
か
ら
特
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
３
人
の
特
賞
受
賞
者

の
う
ち
、
小
学
生
は
永
井
さ
ん
１
人
で

す
。

　

永
井
さ
ん
は
今
回
の
受
賞
に
つ
い

て
、﹁
賞
状
が
届
い
て
、
や
っ
と
受
賞

の
実
感
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
た
く
さ
ん
の
人
の
心
に
届
く
よ
う

な
作
文
を
書
い
て
い
き
た
い
で
す
﹂
と

話
し
ま
し
た
。

　

世
界
連
邦
推
進
全
国
小
中
学
生
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
世
界
連
邦
運
動
協
会

主
催
で
、小
中
学
生
が
平
和
を
認
識
し
、

社
会
の
一
員
と
し
て
意
識
を
高
め
世
界

連
邦
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

土
砂
災
害
防
止
ポ
ス
タ
ー
で
各
賞
を
受
賞

平
成
22
年
度　

土
砂
災
害
防
止
に
関
す
る
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

　

国
土
交
通
省
と
愛
媛
県
で
は
、
小
・

中
学
生
の
み
な
さ
ん
に
土
砂
災
害
お
よ

び
そ
の
防
止
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
毎
年
﹁
土
砂

災
害
防
止
に
関
す
る
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
﹂
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
大

洲
市
か
ら
二
人
が
入
賞
し
、
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

事
務
次
官
賞

　

林　
　

奏そ

良ら

さ
ん
（
平
小
学
校
１
年
）

砂
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
会
長
賞

　

北
川　

凛り

音お
ん

さ
ん
（
平
小
学
校
１
年
）

※学年は、いずれも作品作成時のものです。
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大
洲
市
連
合
婦
人
会
大
会
　
開
催

地
域
婦
人
会
の
充
実
と
発
展
を
願
っ
て

　

３
月
３
日︵
木
︶、
肱
南
公
民
館
大
ホ

ー
ル
で
関
係
者
約
１
０
０
人
が
参
加
し

て
、﹁
大
洲
市
連
合
婦
人
会
大
会
﹂
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
で
主
催
者

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
三
好
康
子
会
長
は

﹁
半
世
紀
以
上
、
地
域
を
愛
し
て
活
動

し
て
き
ま
し
た
。
地
域
を
一
番
知
っ
て

い
る
団
体
だ
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
平

成
23
年
度
も
愛
を
持
っ
て
活
動
し
て
い

き
た
い
で
す
﹂
と
話
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
後
は
、
平
成
22
年
度
の
各
部

の
活
動
報
告
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
徳
森

婦
人
会
と
粟
津
婦
人
会
の
研
究
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
徳
森
婦
人
会
の
尾
上

摂
子
会
長
か
ら
は
﹁
婦
人
会
活
動
に
お

け
る
三
世
代
交
流
﹂
に
つ
い
て
、
平
小

児
童
と
の
交
流
を
軸
に
実
践
例
を
含
め

た
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
市
の

人
権
教
育
団
体
の
指
定
を
受
け
た
粟

津
婦
人
会
の
大
本
イ
ヨ
子
会
長
か
ら

は
﹁
人
権
同
和
教
育
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
﹂
と
題
し
て
、
１
年
を
通
し
た
人

権
学
習
の
取
り
組
み
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
十
夜
个
橋
永
徳
寺
の
三

好
圓
暁
副
住
職
が
﹁
こ
こ
ろ
﹂
と
題
し

た
講
演
を
行
い
、
会
場
は
時
折
笑
い
声

も
上
が
る
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　

大
洲
市
連
合
婦
人
会
大
会
は
、
当
面

の
諸
問
題
に
つ
い
て
連
携
を
深
め
そ
の

取
り
組
み
を
行
う
と
と
も
に
、
現
代
社

会
に
対
応
し
た
婦
人
会
活
動
の
あ
り
方

を
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
１
回

大
洲
市
連
合
婦
人
会
と
大
洲
市
教
育
委

員
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

おおずニュース
　

平
成
22
年
度
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
宝

く
じ
助
成
事
業
に
よ
り
地
域
活
動
を
実

践
す
る
団
体
が
、
備
品
整
備
を
行
い
ま

し
た
。

��

岩
谷
地
域
自
治
会　

【
祭
り
用
具
整
備
】

　

秋
季
大
祭
の
花
形
で
も
あ
る
六
つ
鹿

踊
り
、
江
戸
時
代
よ
り
伝
承
さ
れ
、
郷

土
芸
能
で
も
あ
る
鎮
縄
神
楽
の
備
品

は
、
老
朽
化
が
激
し
く
使
用
に
支
障
を

き
た
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
備
品
の

地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー　

宝
く
じ
助
成
事
業整

備
を
行
う
こ
と
で
、
郷
土
芸
能
の
保

存
伝
承
と
担
い
手
育
成
を
図
る
と
と
も

に
、
過
疎
化
・
高
齢
化
が
著
し
く
進
む

岩
谷
地
区
で
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
整
備
し
た
備
品
】

　

衣
装
、
六
つ
鹿
頭
、
竜
の
頭
、
ダ
イ

バ
ン
面
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
調
整
課
企
画
係

☎
㉔
２
１
１
１
︵
内
線
５
２
３
︶

宝くじ助成事業とは？
　自治総合センターでは、住民の行うコミュニティ活
動を支援しています。
　この助成事業の財
源には、宝くじの普
及広報事業費として
受け入れる宝くじ受
託事業収入が充てら
れています。
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川 の 流 れ に 沿 っ て  ～雛流し～

平成23年芸能発表会 ～日頃の成果を披露～

親 子 ふ れ あ い 運 動 会  ～河辺公民館～

まちのわだい

３／３㈭

２／27㈰

３／１㈫

　肱川地域と河辺地域の幼稚園児が肱川支所庁舎裏の河辺川で「雛
流し」を行いました。肱川町老人クラブのみなさんが河原の石など
で川の流れをせき止めて、雛人形がうまく流れるように準備をして
いたおかげで、園児お手製の雛人形がスイスイと流れていきました。
　この雛流し行事は鹿野川地区で伝統の恒例行事として実施されて
いましたが、途中中断していたこの行事を、肱川町老人クラブのみ
なさんが古き良き肱川町の風物詩を復活させ、継続実施しています。

　大洲市文化協会長浜支部主催による「第30回芸能発表会」が
長浜体育館で開催されました。21団体の出演者が延べ600人を
超す観客に日頃の練習成果を披露し、舞台と客席が一体となっ
た素晴らしい発表会となりました。
　今回は30回という節目に当たり、発表会後豪華景品が当たる
抽選会も行われました。

　河辺幼稚園と公民館の共催により、恒例の「親子ふれあい
運動会」が開催されました。
　この行事は、幼稚園児６人と未就園児２人を対象に、親子
でスポーツを楽しんでもらい、幼稚園部会員のふれあい交流
を図る目的で毎年開催しています。
　当日は広い体育館の中で、子どもたちはお母さんと手を取
り合って大はしゃぎ！！
　みんなで仲良く運動会を楽しみました。

「ジャンボかるたとり」ゲームは僕が一番だ！！

うまく流れるかな？桟橋から雛人形を流す園児ら

咲き誇る菜の花の様子

「楽しいフラダンス」を一緒におどりませんか！

のどかな春を満喫 ～五郎菜の花まつり開催～ ３／13㈰

　五郎河川敷の７ヘクタールの菜の花畑を会場に、五郎菜の花まつりが
開催されました。当日は絶好のお花見日和で、多くの観光客が詰めかけ
ました。会場では新鮮野菜やうどんの販売が行われ、正午から始まった
もちまきでは、子どもたちが歓声を上げながら競っておもちを拾ってい
ました。
　この日の菜の花の咲き具合は６分から７分咲きでしたが、訪れた親
子連れらは菜の花畑を散策したり、記念撮影をしたりと、思い思いに
春の一日を楽しんでいました。
　五郎菜の花まつりは「五郎花を愛する会」の主催で、丹精こめて育
てた菜の花をみなさんに楽しんでいただくため、毎年この時期に開催
されています。
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龍馬になれ！ ～大洲北中学校少年式記念行事～

Ｏ級ご当地グルメキャラクター決定
                    ～大洲市出身の２人がデザイン～

子どもたちも大喜び ～五郎保育園落成記念式～

３／18㈮

３／14㈪

３／26㈯

　大洲北中学校２年生128人、保護者42人、職員11人
のみなさんが、少年式記念行事として河辺地域の坂
本龍馬脱藩の道を踏破しました。この日は前日の降雪
で開催が心配されましたが、開始時に少々肌寒かった
程度で、すっきりと晴れ渡り絶好のウォーキング日和
となりました。龍馬が河辺の山道を１日で駆け抜けて
いったように、生徒たちは現代の龍馬のごとく急な山
道を元気よく歩き、ときには走っていました。
　ゴールの泉ヶ峠では地元のみなさんのおもてなし
をいただき、生徒たちは笑顔で感謝を表現していま
した。全員で達成感を共有し、一層友情や絆を深め
ました。

　大洲市役所で「Ｏ級ご当地グルメキャラクターコ
ンテスト表彰式」が行われ、キャラクターをデザイ
ンした２人が表彰されました。
　それぞれのキャラクターについて、「Ｏ級くん」を
デザインした西山未沙子さんは、「Ｏのイメージで人
の輪を広げていき、みんなに愛されて地域の活性化
につなげてほしい」と話し、「三ツ星ちゃん」をデザ
インした宮川詳子さんは、「大洲を体で表現している
キャラクターなので、市内だけでなく全国に大洲を
広める存在になってほしい」と話しました。

　暖かな日差しのもと、五郎保育園落成記念
式が行われました。五郎保育園は県道の改良
工事のため敷地を一部移転し、平成22年1月
から建築が進められ、この日の落成式を迎え
ました。式では、まず三瀬理事長ら関係者ら
が参加して、厳かに神事が執り行われました。
その後、関係者と園児ら13人によるくす玉割
りが行われ、保育園内がお披露目されました。
　この日は園児による発表会も催され、大勢
の保護者が見守る中、子どもたちは真新しい
舞台の上で元気一杯の踊りを見せていまし
た。

左から西山未
み

沙
さ

子
こ

さん、宮川詳
しょうこ

子さん

みんなでお祝い

上手に踊れました

やったね！！　ゴール
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当
社
は
、
コ
ッ
ト
ン
を

主
原
料
に
し
た
化
粧
用
お

よ
び
医
療
用
の
材
料
・
製

品
メ
ー
カ
ー
で
、
そ
の
高

い
品
質
を
背
景
に
、
高

い
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
ま

す
。

　

設
立
は
１
９
４
８
年
で
、
当

初
は
、
紡
績
、
織
布
タ
オ
ル
な

ど
一
切
の
″
糸
偏
事
業
″
を
手

掛
け
て
い
ま
し
た
が
、
化
学
合

成
繊
維
台
頭
の
中
、
繊
維
を
絡

ま
せ
て
作
る
不
織
布
に
活
路
を

見
出
し
、
１
９
８
５
年
に
、
綿

と
水
だ
け
で
作
る
不
織
布
シ
ー

ト
「
ミ
ラ
ク
ル
コ
ッ
ト
ン
」
の

開
発
に
世
界
で
初
め
て
成
功
す

る
と
、「
環
境
へ
の
配
慮
」や「
安

全
・
安
心
」
を
求
め
る
世
界
的

潮
流
の
中
で
順
調
に
地
歩
を
固

め
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
六
つ
の
子
会
社
と
共

に
丸
三
産
業
グ
ル
ー
プ
を
形
成

し
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
、
従
業

員
５
０
０
人
弱
、
売
上
高
は

１
０
０
億
円
ほ
ど
に
上
り
ま

す
。
創
業
以
来
、
一
貫
し
て
全

工
場
を
県
内
に
構
え
、
地
域
の

雇
用
創
出
に
も
貢
献
し
て
き
ま

し
た
。

　

最
近
で
は
、「
布
マ
ル
チ
シ

ー
ト
」
の
開
発
、
オ
ゾ
ン
漂
白

の
開
発
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

の
認
証
取
得
な
ど
、
環
境
へ
の

配
慮
の
姿
勢
を
鮮
明
に
打
ち
出

す
と
共
に
、
有
機
栽
培
綿
の
国

際
認
証
取
得
、
従
来
競
合
関
係

に
あ
っ
た
企
業
と
の
業
務
提

携
、
最
新
鋭
の
不
織
布
工
場
の

新
設
な
ど
、
海
外
に
視
野
を
向

け
た
動
き
も
活
発
化
さ
せ
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
、
コ
ッ
ト
ン
へ
の
こ

だ
わ
り
を
失
わ
ず
、
コ
ッ
ト
ン

の
世
界
市
場
で
の「
マ
ル
サ
ン
・

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の
確
立
を
目

指
し
て
、
ま
い
進
し
て
い
き
ま

す
。

シリーズ
【がんばる市内企業の事業活動や事業展開を紹介します】

丸三産業㈱
～コットン製品とともに世界中に「安全」「安心」を～

◇所在地　大洲市徳森
◇電　話　25－5131
http://www.marusan-sangyo.co.jp/

文化財 野　鳥
大洲城天守雛型（模型）
大洲市指定有形文化財
（歴史資料）
大洲市立博物館蔵

コホオアカ（小頬赤）
スズメ目　ホオジロ科
大きさ13cm

　天守雛型とは、天守を建築する時、または修復の時
に内部の木組みが分かるように製作された模型のこと
です。残存しているものは全国的にも数少なく、天守
の雛型としては、大洲城のものを含めて数件のみです。
　大洲城の天守雛型は、平成11年に発掘調査で発見
された礎石と、この雛型をもとに設計した天守復元図
を重ね合わせたところ、柱の位置が一致したことから、
明治21（1888）年に取り壊された大洲城天守の正確な模
型であることが分かりました。
　この雛型をもとにして現在の大洲城天守は、内部の
木組についても忠実に復元することができました。
　これらのことから、この天守雛型は当市にとって貴重
な文化財と言えます。� （平成14年 ３ 月26日指定）

　平成16年に初めて愛媛県で確認された、ホオジロ類
最小の仲間です。日本では繁殖しておらず、日本海の
島しょ部で記録されているくらいでしたが、学術調査
で越冬していることが確認されました。その後、肱川
水系で毎年のように少数が確認され、定期的に飛来し
ていることも分かりました。悲しいことに、東日本では
大災害が発生しましたが、野鳥達は本能的に分散して、
自分の身の丈にあった安全な場所で生活することで災
難を逃れ、次世代に命をつないでいます。現代人は科
学の進歩により、快適快楽の追求が本来の命を育むこ
とから、道を外れて取り返しのつかない世界に、足を
踏み入れているような気がしてなりません。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

が
ん
ば
る
大
洲
企
業

▲さまざまなコットン商品
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大
洲
城
に
指
定
管
理
者
制

度
が
導
入
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
﹁
大
洲
市
の
宝
で
あ
る

木
造
四
層
四
階
の
復
元
天
守

を
私
た
ち
大
洲
市
民
の
手
で

守
っ
て
い
こ
う
﹂
と
平
成
22
年

度
に
名
の
り
を
挙
げ
、
私
た

ち
が
管
理・運
営
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
に
誇
れ
る
木
造
復
元

天
守
、
現
存
四
棟
の
二
重
櫓

の
価
値
を
観
光
客
の
み
な
さ

ん
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市

民
の
み
な
さ
ん
に
も
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
大
洲
城
と
触
れ
あ
う

機
会
を
い
ろ
い
ろ
な
企
画
を

通
し
て
作
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

日
頃
か
ら
、
質
問
や
案
内

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ご
希

望
、
ご
要
望
は
常
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
可
能

な
限
り
対
処
し
て
い
き
ま

す
。﹁
大
洲
城
に
来
て
良
か

っ
た
﹂
そ
う
思
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、ス
タ
ッ
フ
一
同
、

日
々
努
力
し
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。
今
ま
で
と
違
っ
た
お

城
に
出
合
え
る
は
ず
で
す
。

所
在
地

大
洲
市
大
洲
９
０
３

☎
㉔
１
１
４
６

http://w
w
w
1.ocn.ne.jp/

~ozu_jou /

市内観光施設シリーズ企画　　私たちが指定管理者です！
【施設名】大洲城�　　【指定管理者】大洲史談会

 

大
洲
の
食
育

︻
指
定
管
理
者
か
ら
の

 

耳
よ
り
情
報
︼

【
お
知
ら
せ
】

・
延
長
営
業

︵
う
か
い
開
催
期
間
︶

　

う
か
い
を
ご
利
用
の
お

客
様
に
は
延
長
営
業
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。（
要

予
約
）

　
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
大
洲
城
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル

　

募
集
期
間

　
　

夏
休
み
期
間
中

　

展
示
期
間

　
　

９
月
～
１0
月

　

入
賞
発
表

　
　

１１
月

・
大
洲
城
歴
史
講
座

　

市
内
の
小
学
生
を
対
象

に
大
洲
城
に
つ
い
て
勉
強

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

開 

催 

日 

　
　

８
月
上
旬
予
定

　

大
洲
市
で
は
、﹁
大
洲
市
食
育
推
進
計
画
﹂
に
基
づ
い
て

食
育
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
の
一
環
と
し

て
食
に
関
す
る
情
報
を
定
期
的
に
掲
載
し
ま
す
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
乳
児
を
持
つ
保
護
者
を
対
象
に
、

月
に
１
回
、﹁
モ
グ
モ
グ
教
室
﹂︵
離
乳
食
講
習
会
︶
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
栄
養
士
が
離
乳
食
の
大
切
さ
や
進
め
方

に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
段
階
に
応
じ

た
離
乳
食
を
実
際
に
作
っ
て
試
食
し
ま
す
。

　
﹁
食
べ
る
こ
と
﹂
は
全
て
の
活
動
の
基
本
で
す
。
そ
し
て

そ
の
ス
タ
ー
ト
時
期
が﹁
離
乳
食
を
は
じ
め
る
と
き
﹂で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
に
合
わ
せ
た
愛
情
い
っ
ぱ
い
の
離
乳
食

を
、
お
母
さ
ん
た
ち
は
一
生
懸
命
作
っ
て
い
ま
す
。﹁
楽
し

く　

お
い
し
く　

す
こ
や
か
に
‼
﹂
育
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

モ
グ
モ
グ
教
室
（
離
乳
食
講
習
会
）

離乳食実習の様子

試食の完成！

試食しながら食生活の談義

私
た
ち
が
、

 

お
城
の
管
理
人
で
す
！
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大
洲
・
喜
多
地
区
の
救
急
医
療
を
守
ろ
う
！

お し ら せ

【
平
成
22
年
11
月
救
急
患
者
受
入
実

態
調
査
結
果
よ
り
】

①
来
院
形
態
別
救
急
患
者
数

　

大
洲
・
喜
多
地
区
の
二
次
の
輪
番

医
療
機
関
で
は
、
救
急
患
者
の
68
％

が
自
家
用
車
な
ど
を
利
用
し
、
自
力

で
来
院
す
る
患
者
（
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン

患
者
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※�

Ｈ
21
・
11　

ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
患
者

は
77
％

②
症
状
の
程
度
別
救
急
患
者
数

　

救
急
車
で
搬
入
さ
れ
た
り
、
診
療

時
間
外
に
受
診
し
た
人
の
77
％
が
通

院
や
入
院
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
患

者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
Ｈ
21
・
11　

軽
症
患
者
は
74
％

　

本
当
に
必
要
な
時
に
救
急
医
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
医
師
が
働
き
や

す
い
魅
力
あ
る
地
域
と
な
る
よ
う
、

自
分
た
ち
で
出
来
る
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

病
院
の
診
療
時
間
外
に
ケ
ガ
を
し
た
り
、
体
調
が
悪
く
な
っ
た
時
、
あ
な
た
は

ど
う
し
ま
す
か
？

す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま
す
か
？
救
急
病
院
に
行
き
ま
す
か
？

大
洲
・
喜
多
地
区
で
も
、
二
次
救
急
医
療
機
関
の
医
師
負
担
が
重
く
、
輪
番
4

医
療
機
関
で
み
て
も
平
成
19
年
に
は
35
人
（
う
ち
内
科
医
13
人
）
い
た
医
師
が

平
成
22
年
に
は
31
人
（
う
ち
内
科
医
10
人
）
と
減
少
し
て
い
ま
す
。

〔
自
分
た
ち
で
出
来
る
こ
と
〕

○�

普
段
か
ら
健
康
に
気
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。

○�

健
康
診
断
の
積
極
的
な
受
診
や
、

『
か
か
り
つ
け
医
』
を
持
つ
な
ど

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○�

診
療
体
制
の
整
っ
て
い
る
通
常
の

診
療
時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

○�

緊
急
性
の
な
い
救
急
車
の
利
用
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

○�

病
気
や
ケ
ガ
に
備
え
て
薬
を
常
備

し
ま
し
ょ
う
。

○�

お
医
者
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
ま
し
ょ
う
。

②症状の程度別救急患者数

その他
0%

特に軽症
35%

軽症
42%

中等症
19%

重症
4%

重篤
0%

死亡
0%

救急搬送
（現場から）
27%

救急搬送
（転院搬送）

1%

その他
4%

自力（walk-in）
68%

①来院形態別救急患者数

　
市
立
大
洲
病
院
公
企
法 

全
部
適
用
へ

　

市
立
大
洲
病
院
は
、
地
域
の
中
核

病
院
と
し
て
、
安
定
し
た
経
営
を
維

持
し
な
が
ら
、
変
化
す
る
医
療
環
境

や
多
様
な
医
療
ニ
ー
ズ
に
迅
速
か
つ

柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
４
月

１
日
よ
り
地
方
公
営
企
業
法
の
「
一

部
適
用
」
か
ら｢

全
部
適
用｣

へ
移
行

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
大
洲
市
病
院
事
業

管
理
者
に
谷
口
嘉
康
氏
（
病
院
長
）

が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

組
織
や
人
事
な
ど
の
多
く
の
権
限

が
市
か
ら
病
院
事
業
管
理
者
に
移
行

す
る
こ
と
で
、
公
営
企
業
と
し
て
の

独
立
性
が
強
化
さ
れ
、
今
ま
で
以
上

に
病
院
経
営
に
必
要
な
効
率
的
で
効

果
的
な
取
り
組
み
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
立
大
洲
病
院
事
務
課

☎
㉔
２
１
５
１

病院事業管理者
谷口 嘉

よし

康
やす

（院長兼務）
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Information

　
東
北
関
東
大
震
災
義
援
金
を
受
け
付
け
ま
す

　

日
本
赤
十
字
社
お
よ
び
同
社
愛
媛

県
支
部
で
は
、
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
被
災

者
へ
、「
東
北
関
東
大
震
災
義
援
金
」

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
皆
様
の
あ

た
た
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

義
援
金
名
称

　

東
北
関
東
大
震
災
義
援
金

受
付
期
限

　

平
成
23
年
９
月
30
日
㈮

受
付
口
座

　

①
伊
予
銀
行　

愛
媛
県
庁
支
店

　
　

普
通　

１
６
７
９
２
９
０

　

②
愛
媛
銀
行　

県
庁
支
店

　
　

普
通　

５
１
８
３
０
３
０

　

③
愛
媛
信
用
金
庫　

本
店
営
業
部

　
　

普
通
１
１
８
９
３
３
４

口
座
名
義
（
右
記
①
②
③
）

　

日
本
赤
十
字
社
愛
媛
県
支
部

　

東
北
関
東
大
震
災
義
援
金

　

支
部
長　

中
村
時
広

　

④
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　
　

郵
便
振
替
口
座

　
　

０
０
１
４
０
・
８
・
５
０
７

口
座
名
義

　

日
本
赤
十
字
社
東
北
関
東
大
震
災

　

義
援
金

【
そ
の
他
】

　

振
込
手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

別
途
受
領
書
は
発
行
し
ま
せ
ん
の

で
、
控
え
を
受
領
書
と
兼
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　

郵
便
振
替
は
通
信
欄
に
「
東
北
関

東
大
震
災
義
援
金
」
と
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

社
会
福
祉
課

☎
㉔
１
７
１
５
（
直
通
）

　
詐
欺
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　

大
災
害
に
よ
り
、
国
民
全
体
の
気

持
ち
が
落
ち
着
か
な
い
状
態
で
す
。

こ
ん
な
と
き
こ
そ
落
ち
着
い
て
、
冷

静
に
対
処
し
て
く
だ
さ
い
。
不
審

に
思
っ
た
と
き
は
落
ち
着
い
て
「
＃

９
１
１
０
」
に
電
話
す
る
か
最
寄
り

の
警
察
署
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

義�

援
金
詐
欺
：
公
的
機
関
が
一
般
家

庭
に
対
し
て
、
個
別
に
電
話
や
訪

問
な
ど
に
よ
っ
て
義
援
金
の
協
力

を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

便�

乗
商
法
：
耐
震
工
事
や
品
薄
の
商

品
な
ど
、
不
安
な
気
持
ち
に
つ
け

こ
ん
だ
商
法
が
あ
り
ま
す
。
契
約

の
前
に
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

フ�

ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
：
不
安
を
あ
お

る
内
容
の
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
や
地

震
に
関
連
し
た
偽
サ
イ
ト
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
チ
ェ
ー
ン
メ
ー

ル
は
転
送
せ
ず
に
削
除
し
、
個
人

情
報
を
入
力
す
る
際
は
信
頼
で
き

る
サ
イ
ト
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
警
察
署　

☎
㉕
１
１
１
１

　
５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す

　

毎
年
５
月
に
は
世
界
各
国
で
赤
十

字
の
精
神
や
事
業
を
普
及
す
る
活
動

が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　

赤
十
字
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
は
、

皆
様
の
あ
た
た
か
い
心
に
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

各
区
長
さ
ん
な
ど
を
通
じ
て
募
集

を
行
い
ま
す
の
で
、
赤
十
字
事
業
に

ご
理
解
い
た
だ
き
、
活
動
資
金
に
ご

支
援
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

区
に
未
加
入
の
人
、
法
人
・
職
域

な
ど
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
課
ま

た
は
長
浜
・
肱
川
・
河
辺
の
各
支
所

地
域
振
興
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
の
社
費
・
寄
付
金

　
　

６
４
５
万
９
５
４
５
円

本庁および市内の主要な公共施
設に募金箱を設置しています
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国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
所
得
が

少
な
く
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
学
生
の
た
め
に
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。
こ
の
制

度
を
利
用
す
る
と
、
将
来
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た

り
、
不
慮
の
事
故
な
ど
で
障
害
が
残

っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
障
害
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た

り
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
将
来
受
け

取
る
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入

さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
就
職
な
ど
で

収
入
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場

合
で
、
将
来
受
け
取
る
年
金
を
増
額

し
た
い
と
き
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
保
険
料
を
追
納
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

【
対
象
者
】

　

大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等

学
校
、
専
門
学
校
、
専
修
学
校
な
ど

に
在
学
す
る
学
生
で
、
本
人
の
所
得

が
一
定
額
以
下
で
あ
る
人

【
対
象
期
間
】

　

４
月
～
翌
年
３
月

※�

１
年
ご
と
に
更
新
手
続
き
が
必
要

で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
民
課
年
金
係

☎
㉔
２
１
１
１

（
内
線
１
１
１
・
１
１
２
）

　戸別所得補償モデル対策に続いて、 ４ 月から畑作物にも対象を拡大して、本格実施します。
　そのため、制度内容についての相談窓口を設置しますので、制度についてわかりにくい点があり
ましたら、ぜひご利用ください。

【持参するもの】
・営農計画書（控）
・交付申請書
・印鑑（認め印）

【問い合わせ先】
　愛媛農政事務所地域第１課	 　☎24－4195
　農林水産課農政係		  　☎24－2111（内線223・224）
　愛媛たいき農協営農企画課	 　☎24－4181

開　設　日 場　　所 時　　間
５ 月 ９ 日㈪ 愛媛たいき農協喜多支所（２階） 午前 ９ 時～午後 ４ 時30分

５ 月10日㈫ 上須戒公民館
河辺公民館 午後 １ 時30分～ ４ 時30分

５ 月11日㈬ 長浜体育館
肱川公民館 午前 ９ 時～午後 ４ 時30分

５ 月12日㈭
南久米公民館
三善公民館 午前 ９ 時～正午

平野公民館
八多喜公民館 午後 １ 時30分～ ４ 時30分

５ 月13日㈮
菅田公民館
新谷公民館 午前 ９ 時～正午

大川公民館
柳沢公民館 午後 １ 時30分～ ４ 時30分

お し ら せ

農業者戸別所得補償制度　相談窓口

≪平成23年度　自動車税納期内納付キャンペーン≫

●自動車税の納付期限は、
５ 月31日㈫です。

　お支払いは、金融機関やコンビニなど
でお願いします。

（※納税通知書は5月10日ごろ送付予定で
す。）

　自動車税は、車検を受ける時に納めれ
ばよい税金ではありません。
　必ず期限内にお忘れのないよう納めて
ください。

【納付できる場所】
　・金融機関
　・コンビニエンスストア
　・県地方局、支局

【問い合わせ先】
　南予地方局八幡浜支局税務室
　☎ ０８９４－２２－４１１１
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つ
つ
じ
ま
つ
り　
交
通
整
理
に
協
力
を

　

み
な
さ
ん
に
気
持
ち
よ
く
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
た
め
に
、
交
通
整
理
を

実
施
し
ま
す
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

交
通
整
理
の
実
施
予
定
日

　

４
月
29
日
㈮
～
５
月
１
日
㈰

　

５
月
３
日
㈫
～
５
日
㈭

整
理
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

山
頂
周
遊
道
路
の
通
行
制
限

○�

冨
士
山
山
頂
の
周
遊
道
路
は
、
時

計
回
り
で
一
方
通
行
で
す
。

○�

期
間
中
は
、
大
変
混
雑
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。交
通
整
理
員
、

道
路
標
識
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

無
料
臨
時
バ
ス
の
運
行

　

交
通
整
理
実
施
日
に
は
、
臨
時
バ

ス
を
無
料
運
行
し
ま
す
。
バ
ス
乗
車

場
所
（
如
法
寺
河
原
）
に
は
、
無
料

の
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。

往
復
運
行
の
経
路

　

大
洲
ま
ち
の
駅
「
あ
さ
も
や
」
～

如
法
寺
河
原
（
無
料
バ
ス
発
着
場
）

～
家
族
旅
行
村
～
冨
士
山
ふ
れ
あ
い

の
家
前

冨
士
山
駐
車
場
整
理
料

　

交
通
整
理
実
施
日
に
は
、
次
の
整

理
料
金
が
必
要
で
す
。

○�

普
通
自
動
車（
軽
自
動
車
を
含
む
。）

５
０
０
円

○
マ
イ
ク
ロ
バ
ス�

８
０
０
円

○
大
型
バ
ス�

１
０
０
０
円

※�

つ
つ
じ
の
開
花
状
況
に
よ
り
、
交

通
整
理
日
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。整
理
日
変
更
に
伴
い
、

無
料
臨
時
バ
ス
の
運
行
日
も
変
更

に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
観
光
協
会

☎
㉔
２
６
６
４

　
愛
媛
Ｆ
Ｃ
マ
ッ
チ
シ
テ
ィ
の
お
知
ら
せ

　

四
国
ダ
ー
ビ
ー
の
連
勝
を
か
け

た
、
今
シ
ー
ズ
ン
最
初
の
対
戦
を
み

ん
な
で
応
援
し
よ
う
！

【
日　

時
】

　

５
月
14
日
㈯

　

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ

【
場　

所
】

　

ニ
ン
ジ
ニ
ア
ス
タ
ジ
ア
ム

（
愛
媛
県
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
）

【
対
戦
相
手
】

　

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス　

【
チ
ケ
ッ
ト
】

　

高
校
生
以
下
の
人
、
65
歳
以
上
の

人
は
無
料

　

一
般
の
人
は
５
０
０
円

　
（
大
洲
市
民
の
み
）

※
ど
ち
ら
も
Ｃ
席
と
な
り
ま
す
。

※�

前
売
券
お
よ
び
無
料
券
は
、
左
記

の
問
い
合
わ
せ
先
に
て
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
ス
ポ
ー
ツ
地
域
振
興
協
議
会

（
大
洲
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内
）

☎
㉔
１
７
３
４

愛媛FC　ホームゲーム
日　　程 キックオフ 対　戦　相　手
５/14 ㈯ 午後 ２ 時 徳島ヴォルティス
５/27 ㈮ 午後 ７ 時 Ｆ Ｃ 岐 阜
６/12 ㈰ 午後 １ 時 ガ イ ナ ー レ 鳥 取
７/ ３  ㈰ 午後 ７ 時 ファジアーノ岡山
７/18 ㈪ 午後 ７ 時 京 都 サ ン ガF.C.
７/24 ㈰ 午後 ６ 時30分 東 京 ヴ ェ ル デ ィ
８/14 ㈰ 午後 ７ 時 湘 南 ベ ル マ ー レ
８/28 ㈰ 午後 ７ 時 栃 木 Ｓ Ｃ

※会場はニンジニアスタジアムです。
※日程は変更になる場合があります。

Information
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第
39
回　
柳
沢
ほ
た
る
ま
つ
り

　

５
月
下
旬
か
ら
６
月
中
旬
が
見
頃

で
、
矢
落
川
沿
い
に
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル

の
乱
舞
が
見
ら
れ
ま
す
。
よ
く
見
ら

れ
る
場
所
に
は
「
ほ
た
る
観
賞
ポ
イ

ン
ト
」
の
看
板
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
、
柳
沢
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

ほ
た
る
ま
つ
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

【
柳
沢
会
場
】

日　

時

　

６
月
４
日
㈯　

正
午
～
午
後
９
時

　

６
月
５
日
㈰　

正
午
～
午
後
８
時

場　

所

　

元　

柳
沢
小
学
校

内　

容

　

各
種
バ
ザ
ー
お
よ
び
催
し
物

　
（�

お
菓
子
ま
き
、
魚
の
つ
か
み
ど

り
な
ど
）

【
田
処
会
場
】

日　

時

　

５
月
27
日
㈮
～
６
月
12
日
㈰

　

午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

※�

た
だ
し
、
６
月
４
・
５
日
は
、

　

午
後
６
時
30
分
～

場　

所

　

農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー

内　

容

　

�

ほ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に

よ
る
、
ほ
た
る
の
ご
案
内
と
お
茶

の
お
接
待

【
夜
神
楽
会
場
】

日　

時

　

５
月
27
日
㈮
・
28
日
㈯

　

６
月
10
日
㈮
・
11
日
㈯

　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
９
時

場　

所

　

田
処
熊
野
神
社

内　

容

　
�

藤
縄
神
楽（
県
無
形
民
俗
文
化
財
）

の
舞
い
と
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
乱
舞

に
よ
る
幻
想
的
な
世
界
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

柳
沢
ほ
た
る
ま
つ
り
実
行
委
員
会　

☎
㉕
２
４
０
０
（
柳
沢
公
民
館
）

　
大
洲
歴
史
探
訪
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　

４
月
か
ら
、
大
洲
市
肱
南
地
区
の

現
在
と
幕
末
の
町
割
り
が
ほ
と
ん
ど

変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
「
幕
末
の
城
下
町
絵
図
」

を
、
復
元
印
刷
し
展
示
を
し
て
い
ま

す
。同
時
に
、現
在
の「
町
並
み
絵
図
」

も
完
成
し
、
展
示
し
て
い
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
全
国
に
「
大

洲
藩
」
と
い
う
そ
の
名
を
響
か
せ
始

め
た
１
５
０
年
前
の
町
並
み
に
思
い

を
馳
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
場　

所
】

　

大
洲
市
大
洲
５
８
４

　
（
大
洲
ま
ち
の
駅
あ
さ
も
や
裏
）

【
時　

間
】

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

【
休
館
日
】

　

不
定
休

【
料　

金
】

　

無
料
（
入
館
の
み
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

㈱
お
お
ず
街
な
か
再
生
館

☎
㉔
７
０
６
０

  

こ
れ
ま
で
の
お
話

　

大
洲
藩
11
代
藩
主
加
藤
泰
幹

の
娘
千
賀
子
は
、
嘉
永
３
年

（
１
８
５
０
年
）
に
、
時
の
長

府
藩
（
下
関
）
13
代
藩
主
毛
利

元
周
の
正
室
と
し
て
嫁
ぎ
、
親

戚
関
係
を
築
く
。
尊
皇
攘
夷
の

御
旗
の
下
で
長
府
藩
を
水
面
下

で
支
え
続
け
た
大
洲
藩
だ
が
、

こ
の
関
係
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
坂
本
龍
馬
を
は
じ
め
と
す

る
土
佐
藩
士
た
ち
も
脱
藩
時
に

大
洲
藩
を
経
由
し
、
長
浜
の
御

用
商
人
「
冨
屋
金
兵
衛
邸
」
で

宿
を
取
っ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て

幕
末
の
歴
史
を
紐
解
い
て
い
く

に
つ
れ
て
、
当
時
の
「
予
州
大

洲
藩
」
が
「
維
新
の
鍵
」
を
握

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推

測
で
き
る
。

お し ら せ
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あ
な
た
の
家
づ
く
り
を

応
援
し
ま
す

　

大
洲
市
で
は
市
内
に
木
造
住
宅
を

建
築
す
る
人
を
対
象
に
、
使
用
す
る

大
洲
市
産
材
の
材
積
に
応
じ
経
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。
ま
た
、
市
内

の
登
録
工
務
店
な
ど
に
よ
り
建
築
す

る
場
合
は
、
南
予
産
材
で
も
対
象
に

な
り
ま
す
。

　

木
を
使
う
こ
と
は
、森
林
を
守
り
、

育
て
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
森
林
を

支
え
る
林
業
と
山
村
を
活
性
化
さ
せ

る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
再
生

産
で
き
る
木
材
を
使
っ
た
、
人
に
や

さ
し
い
家
づ
く
り
を
実
現
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

詳
し
い
情
報
や
補
助
金
の
申
請
手

続
き
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
課
ま

た
は
大
洲
喜
多
地
産
地
消
の
家
づ
く

り
協
議
会
な
ら
び
に
登
録
工
務
店
な

ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
事
業
実
施
期
間
】

　

平
成
23
年
度
～
平
成
25
年
度

【
問
い
合
わ
せ
先
】

農
林
水
産
課
農
林
構
造
改
善
係

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
２
２
８
）

大
洲
喜
多
地
産
地
消
の
家
づ
く
り
協
議

会
（
大
洲
市
森
林
組
合
）

☎
㉕
４
０
３
０

憲
法
週
間
記
念
行
事

無
料
法
律
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

５
月
１
日
か
ら
７
日
の
憲
法
週
間

に
合
わ
せ
て
、
無
料
法
律
相
談
会
を

実
施
し
ま
す
。

【
日　

時
】
５
月
11
日
㈬

相
談
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

受
付
時
間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
２
時
30
分

※�

た
だ
し
、相
談
可
能
人
数
（
６
人
）

に
達
し
次
第
終
了

【
場　

所
】

　

松
山
地
方
裁
判
所
大
洲
支
部

【
担
当
者
】

　

弁
護
士
（
愛
媛
弁
護
士
会
所
属
）

【
相
談
時
間
】
30
分
以
内

【
問
い
合
わ
せ
先
】

松
山
地
方
裁
判
所
総
務
課

無
料
法
律
相
談
会
係

☎
０
８
９
・
９
４
１
・
４
１
５
１

　
焼
却
ご
み
土
曜
日
受
け
入
れ

　
農
地
の
売
買
・
貸
借
に
つ
い
て

　

大
洲
市
環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
利
便
性
を
高
め
る

た
め
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
年
始
と

祝
日
を
除
く
全
て
の
土
曜
日
に
受
け

入
れ
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
受
入
時
間
】

　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　

土
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
環
境
セ
ン
タ
ー

☎
㉖
１
６
１
５

　

農
業
を
行
う
た
め
、
農
地
を
購
入

し
た
り
、
借
り
た
り
す
る
場
合
は
、

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
農
業

委
員
会
の
許
可
な
ど
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
場
合
、
農
地
の
権
利
取
得
後

の
耕
作
面
積
が
一
定
規
模
（
下
限
面

積
＝
50
ａ
ま
た
は
30
ａ
）
以
上
に
な

る
こ
と
な
ど
、
い
く
つ
か
の
要
件
を

満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
許

可
手
続
き
の
詳
細
、
そ
の
他
許
可
申

請
書
の
様
式
な
ど
を
掲
載
）
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
㉔
２
１
１
１(

内
線
３
４
３)

☎
㉔
１
７
２
６(

直
通)

Information

　どなたでも参加できます。
　事前申し込みは必要ありません。

【演　題】�
　「認知症って治るの？」
　　～�予防と治療、今後の展望について～

【講　師】�
　熊本大学精神神経科教授　池田学先生

【日　時】
　５ 月14日㈯
　午前10時～ 11時30分（開場午前 ９ 時30分）

【会　場】
　大洲市総合福祉センター ４ 階　多目的ホール

【参加費】　無　料
【問い合わせ先】
　大洲・八幡浜リハビリテーションセンター
　（加戸病院内）
　☎０９０－１５７３－２９９３　（担当者　大野）

大洲・八幡浜
リハビリテーションセンター　公開講座
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　ケンタはお風呂が大嫌い。頭を洗う
のはもっと嫌い。そんなケンタが、あ
るとき、自分の頭で小鳥を飼うことを
思いつきました。でも、小鳥の巣にな
るのは、なかなか、大変なようで…。
楽しくて、ほのぼのあたたかいお話。

　家康と三成がどうしても味方にした
い男、大津城主・京極高次。軍略も軍
才もない弱小の男だが、彼には戦国一
の人望があった。関ケ原へ向かう西軍
四万をわずか三千で迎え撃ち、家康に
勝利をもたらせた大津篭城合戦の激闘
を描く。

日 月 火 水 木 金 土
1 2  3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

■＝休館日

開館時間
　午前 ９ 時30分～午後 ６ 時
※�31日は館内図書整理日のため

休館します。

大洲市立図書館	 　☎ 59－4111
長浜分館	 　☎ 52ー1121
肱川分館	 　☎ 34ー2319
河辺分館　	 　☎ 39－2111

　男女と家族の関係は二階から目薬、
それとも瓢簞から駒？ 離婚、更年期、
ときめきと悩みの種…。ドタバタさ
え愛おしくなるファミリーロマンス。

『yom yom』連載を単行本化。

※このほかにもたくさんの本が入っています。（随時配架しています。）
　図書館のホームページで図書の検索ができます。

（本文紹介TRCマークより）

オススメ新着図書

図書館ボランティア募集

生涯学習講座－会員募集－

　「カワイイ」と「森あそび」と「日
常」をぜんぶつなげちゃえ！ 仲良し
ガールズで行く、トコトンかわいい女
子キャンプのすすめ。必須アイテム、
服装、テントの張り方などの基礎知識
のほか、キャンプ場情報も収録。

　図書館で、“何か” ボランティア活動をしたい、
と思っている人はいませんか？
　現在、読み聞かせ、書架整理、環境美化などの
活動が行われています。ボランティアのみなさん
のご意見を参考にしながら、幅広い活動へ展開し
たいと考えています。中学生以上ならどなたでも
参加でき、都合のよい日に、できる範囲で活動し
ていただけます。興味のある人は、ぜひお気軽に
おたずねください。

【古文書解読講座】
「くずし字に慣れよう！
　　　　　　～江戸の和本を読書する～」
　講　師　山田　広志学芸員（大洲市立博物館）
　期　日　�５ 月25日・ ７ 月27日・ ９ 月28日
　　　　　10月26日・ １ 月25日・ ３ 月28日

【文学・歴史講座】
「遍路道あれこれ」
　講　師　亀岡　佳章先生
　期　日　 6 月22日

「南木佳士のエッセーを読む」
　講　師　久保　史朗先生
　期　日　 ８ 月24日

「加藤光泰の顕彰と神格化」
　講　師　白石　尚寛学芸員（教育委員会）
　期　日　11月23日

「発掘大洲人物伝～大洲幕末藩士　新諫見～」
　講　師　澄田　恭一先生
　期　日　２月22日

★場　所　大洲市立図書館コミュニティホール
★時　間　午前 ９ 時45分～ 11時45分
★会　費　無　料

【問い合わせ先】　大洲市立図書館

ケンタのとりのすだいさくせん（児童書）
山下　美樹作，市居　みか絵　文溪堂

螢の城
秋月　達郎著　PHP研究所

うからはらから
阿川佐和子著　新潮社

ガールズキャンプのはじめ方
兎村　彩野著　メディアファクトリー

図書館
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保健センター

消防署

大洲市保健センター☎23-0310（大洲地域）
長浜保健センター　☎52-3055（長浜地域）
肱川保健センター　☎34-2340（肱川地域）
河辺保健センター　☎39-2113（河辺地域）

たき火による火災の防止

５月の各種検診（健診）

　乳幼児関係　

特定健診・がん検診・肝炎ウイルス検診・特定健診・後期高齢者健診

事　業　名 実　施　日 受付時間 該　当　者 持　参　品
４か月児健康診査 10日㈫

午後１時～
１時30分

平成22年12月生 母子健康手帳・アンケート・
バスタオル10か月児育児相談 11日㈬ 平成22年７月生

１歳６か月児健康診査 17日㈫ 平成21年10月生 母子健康手帳・アンケート・
歯ブラシ３歳児健康診査 31日㈫ 平成20年４月生

婦人がん検診　○本人確認のため保険証をご持参ください。

肺がんＣＴ検診

実施場所 実施日（曜日） 受付時間 対象者

肱川保健センター 26・27日
（木・金）

子宮頸がん検診� 午後１時～１時30分
乳がん検診� 正午～午後２時 子宮頸がん：20歳以上� （1,000円）

乳がん：40歳以上� （1,200円）
75歳以上は無料です。JA白滝支所 27日㈮

子宮頸がん検診� 午後 １ 時～１時30分
乳がん検診� 午前 ９ 時～11時30分
� 午後１時～２時

実施場所 実施日（曜日） 対象者

正山小学校 31日㈫
・特定健診：40 ～ 74歳の国保加入者　・後期高齢者健診：75歳以上の人
・�肺、大腸、胃、前立腺がん検診　（がん検診は保険の種類に関係なく受けられ

ます。）

実施場所 実施日（曜日） 対象者・受付時間 料　　金

大洲市保健センター 18・19・20日
（水・木・金） ・40歳以上の人が対象です。

・事前に電話で申し込んでください。
4,000円

長浜保健センター 17日㈫

39歳以下の健診　○健診などの年齢基準は、平成24年３月31日（年度末）です。
　　　　　　　　○本人確認のため保険証をご持参ください。保険の種類に関係なく受けられます。

実施場所 実施日（曜日） 対　象　者 受付時間 内　　容 料　　金

大洲市保健センター 25日㈬
26日㈭

20 ～ 39歳
男女 午前８時30分～ 11時 尿検査・血圧測定・

血液検査・診察 1,000円

※各検診の注意事項は、保健だよりをご覧になるか保健センターまでお問い合わせください。

　毎年、たき火が原因による火災が発生しています。
　原因としては、「風の強い日にたき火をして、火
の粉が飛んで火災になった」、「消火が不十分で、再
び燃え出し火災になった」などさまざまです。
　このように、ちょっとした不注意が原因で火災に
なっています。次のことには十分注意してください。

・周囲に燃えやすいものがないことを確認する。
・�空気が乾燥しているときや、風の強い日のたき火
はやめる。
・�水バケツや消火器を準備し、すぐに消火のできる
準備をしておく。

・�たき火をする場合には、その場を離れないように
する。
・火の粉が飛ばないように少しずつ燃やす。
・着衣への着火、やけどなどには十分注意する。
・�水などをかけて、火が完全に消えたことを確認す
る。
・子供たちだけでのたき火はしない。
・�たき火をする場合には、事前に消防署に連絡する。
※�重要文化財建造物などの周辺では、市町村の火災
予防条例によりたき火や喫煙を禁止してある場所
があります。
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相 談 ご と 案 内

市民法律相談
時　�５ 月28日㈯　午前10時～午後 ４ 時
場　大洲市民会館（要電話予約）
問　市役所総務課行政係　☎24－2111（内線327）

無料法律相談
時　�５ 月19日㈭　午後 ２ 時～ ４ 時30分
場　大洲商工会館（要電話予約）
問　大洲商工会議所　☎24－4111

年金出張相談
大洲地域
時　�５ 月10日㈫ ・ 17日㈫ ・ 25日㈬
　　　午前10時～午後 ３ 時30分
場　大洲市総合福祉センター
長浜地域
時　�５ 月12日㈭　午前10時～午後 ３ 時30分
場　長浜町商工会
問　松山西年金事務所　☎089－925－5105

行政相談（総務省）
大洲地域
時　�５ 月20日㈮　午前 ９ 時～正午
場　市役所 ３ 階会議室
問　市役所総務課　☎24－2111
長浜地域
時　�５ 月27日㈮　午後 １ 時～ ４ 時
場　長浜体育館和室
問　長浜支所　☎52－1111
肱川地域
時　�５ 月 ６ 日㈮　午後 １ 時30分～ ４ 時30分
場　肱川公民館 ２ 階青年室
問　肱川支所　☎34－2311
河辺地域
時　�５ 月10日㈫　午前10時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　河辺支所　☎39－2111

物忘れ相談
時　�５ 月26日㈭　午後 １ 時～ ２ 時
場　総合福祉センター １ 階会議室（要電話予約）
問　高齢福祉課内地域包括支援センター
　　☎24－2111 （内線169 ・ 176）

心配ごと相談
大洲地域
時　�一般相談　毎週月・水曜日
　　法律相談　毎週火・木曜日
　　介護相談　毎週金曜日
　　�午前10時～正午・午後 １ 時～ ４ 時
　　※祝日・年末年始を除く
場　総合福祉センター（相談室直通）☎23－5629
問　総合福祉センター １ 階
　　社会福祉協議会窓口　☎23－0313
長浜地域
時　�５ 月27日㈮　午後 １ 時～ ４ 時
場　長浜体育館和室
問　大洲市社協長浜支所　☎52－1194
肱川地域
時　�５ 月 ６ 日㈮　午後 １ 時30分～ ４ 時30分
場　肱川公民館 ２ 階青年室
問　大洲市社協肱川支所　☎34－2312
河辺地域
時　�５ 月10日㈫　午前 ９ 時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　大洲市社協河辺支所　☎39－2510

不動産無料相談
時　�５ 月16日㈪　午前10時～午後 ４ 時
場　宅建協会大洲地区連絡協議会
問　トミナガ不動産㈲　☎24－0637

ふれあいスクール相談【不登校など】
時　�月～木　午前 ８ 時30分～午後 ５ 時
　　　祝日・年末年始を除く
場　国立大洲青少年交流の家〔自然環境館〕　
問　☎24－1414

青少年相談室
時　�月～金　午前 ８ 時30分～午後 ５ 時15分
　　　祝日・年末年始を除く
場　大洲市民会館内青少年センター　　　
問　☎24－7830
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 　軽度の症状の場合は、こちらの医院をご利用ください。  都合により当番医が変更になる場合があります。  （小児科）

５月１日㈰ 山本医院  （菅　田） ☎25－ 6100 八幡浜急患センター
（八幡浜市大平）

☎0894－ 24－ 1199

５月３日㈫ 井関クリニック  （新　谷） ☎25－ 6212 お お む ら 小 児 科
（内子町城廻）

☎0893－ 44－ 7117

５月４日㈬ 東若宮中川脳神経外科クリニック （東若宮） ☎59－ 4750 守 口 小 児 科
（八幡浜市産業通）

☎0894－ 24－ 7770

５月５日㈭ よしもとレディースクリニック（東若宮） ☎25－ 7780 大洲ななほしクリニック
（大洲市東若宮）

☎0893－ 25－ 7710

５月８日㈰ こじま内科  （東大洲） ☎50－ 8881 山 下 小 児 科
（西予市宇和町）

☎0894－ 62－ 6801

５月15日㈰ おち内科クリニック（若　宮） ☎59－ 0707 ご と う 小 児 科
（大洲市東大洲）

☎0893－ 23－ 0510

５月22日㈰ かめおか内科  （東大洲） ☎25－ 1819 八幡浜急患センター
（八幡浜市大平）

☎0894－ 24－ 1199

５月29日㈰ 石村病院  （長　浜） ☎52－ 0275 さ わ い 小 児 科 医 院
（大洲市中村）

☎0893－ 24－ 7530

日曜・祝日の当番医

救急当番病院　
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現在の大洲

今 月 の 表 紙

　３月27日㈰の田処小学校閉校記念式典
で、最後の児童３人が出席者と一緒に校
歌を歌い、小学校にお別れしました。ま
た、喜多灘小学校、柳沢小学校、出海小
学校でも閉校記念式典が開かれました。

中野小学校４年（作成当時）
山内　瑠

る

菜
な

さん

picture 写真
letter 題字作成者

広告

工事現場等の交通誘導はおまかせ下さい。
愛媛県公安委員会認定
愛媛県警備業協会会員

有限会社　大 洲 警 備
〒795－0054　大洲市中村348の5
TEL（0893）23－5474㈹
FAX（0893）24－1511

広告

取扱紙

読売センター大洲
大洲市若宮682－1 ☎（0893）23－5172

・

税　　　別 ５月 ６月 ７月 ８月

市 県 民 税 １期 ２期

固 定 資 産 税 ２期

軽 自 動 車 税 全期

国 民 健 康 保 険 税 １期 ２期

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を！

５月の納税など　納期限は５月31日㈫です

　曜日によって救急当番病院は変わります。昼間・夜間の急
患などのご相談は、その日の当番病院まで。

月・火曜日
市 立 大 洲 病 院（西大洲） 

☎24－2151

水　曜　日
加 　 戸 　 病 　 院（若　宮） 

☎24－5101

木　曜　日
神 南 診 療 所（新　谷） 

☎25－7720

金〜日曜日
大 洲 中 央 病 院（東大洲） 

☎24－4551

人の動き（先月比）

人口　　　48,148人　（－202）
　男　　22,919人　（－86）�
　女　　25,229人　（－116）
世帯数　20,155世帯（－７）

交通事故（昨年同期）

　件数　　49件（42件）
　死者　　１人（１人）�
　負傷者　62人（47人）

（2011年３月末現在）

編
集
後
記
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広告

紙 ・ 金 属 ・ 木 く ず ・ 
廃 プ ラ の リ サ イ ク ル  

有限 
会社 クリーンセンター 

広告 広告

〒７９５-００６４
愛媛県大洲市東大洲１２４８番地
℡（０８９３）２５－７０３３
（０８９３）２５－７０２２

文具事務用品・OA機器・オフィス家具・測量資機材
測量機器・リサイクルトナー・電化製品・ゴム印・角印

印鑑・印刷工房

ポイントカード会員募集中！
毎月 15日はポイントアップデー !!

株式会社  尾花
納品・配達いたします。

アクトピア5F
℡（0893）24－1858

パルティ・フジ内子店
℡（0893）43－0078

アクトピア3F
℡（0893）24－1827
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がんばるひと
おおずの元気

　大洲に春の訪れを告げるイベント「菜の花フェスタ」。

今年は残念ながら中止になってしまいましたが、準備を

進めていた城戸達也委員長にお話を聞きました。

菜の花の種まき

毎年たくさんの人がイベントを楽しむ

　第11回菜の花フェスタ実行委員会

委員長　城戸　達
たつ

也
や

さん
� （大洲農業高校３年）
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の
大
洲
農
業

高
校
生
徒
か
ら
の
発
案
で
始
ま
っ
た
も
の
で

す
。
現
在
で
は
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定

着
し
て
、
当
日
の
舞
台
出
演
な
ど
も
地
元
の

中
学
校
の
吹
奏
楽
部
な
ど
に
依
頼
を
す
る
と

快
く
承
諾
し
て
も
ら
え
ま
す
。

　

昨
年
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
１
年
生
で
委
員
長

を
務
め
た
の
で
、
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く

大
変
で
し
た
が
、
今
年
は
実
行
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
が
変
わ
っ
て
、
新
メ
ン
バ
ー
を
引
っ

張
っ
て
い
く
の
が
ま
た
大
変
で
し
た
。
し
か

し
、
そ
れ
以
上
に
菜
の
花
の
育
ち
具
合
や
開

花
時
期
は
人
間
同
士
の
調
整
の
よ
う
に
い
か

な
い
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
時
期
に
咲
き
そ
ろ
う

か
毎
年
ド
キ
ド
キ
し
ま
す
。

　

菜
の
花
フ
ェ
ス
タ
は
大
洲
農
業
高
校
の
活

動
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
場
で
あ
り
、
学
校
と
地

域
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
大
事
な
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
大
洲
農
業
高
校
だ
け
で
な
く
、
国
土

交
通
省
や
大
洲
市
、
地
域
に
協
力
し
て
も
ら

っ
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
後
輩
た

ち
に
は
今
ま
で
の
活
動
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、

自
分
た
ち
ら
し
い
新
し
い
試
み
を
プ
ラ
ス
し

て
、
続
け
ら
れ
る
限
り
開
催
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。


